








研究目的

　Fetal distress の治療について既に胎児解糖能改善が最も有力な治療手段

の 1つであることを報告したが,胎盤での物質交換,胎児の糖調節能に不明な点

が多く,母体への糖投与あるいは娩出後の新生児の血糖管理に不便を感じるこ

とが少くない。そこで臨床上繁用される母体への一回静注法を基準に糖の移行

状態及び謝を検討し,投与基準の設定を計った。また有効な糖の種類を検討す

るために最近臨床応用が開発されたマルトースについて胎盤通過性,胎児利用

率を求めた。更に胎児新生児の血糖管理の基礎を確立するためサイクリック

AMP(△AMP)系を中心に周生期の糖調節能を検討した。


